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平成 30年度事業計繭 にししさ会

月 日 曜 事 業 内 容 真まてはれが去 ！ ; 特
亀しま開る 目

4月21日土総会 の初し四
記念講演木島里八氏 地ャコめた催さ月

5月19日 土 会員発表 内山いつ氏 iミこ嘉元れ； 悶
村松英一氏 突旦--,記本一 一の

6月16日土講話齋藤功丹 如演特て年日 干， 
九十九里町の ろいろな書 -,会儡こ度に 会五

7月21日土特別講演会古山豊氏 米は演事のの成平長集
キヤンプ片貝の諸問題く仮＞ 軍‘会 軍＝ の

8月18日土休会／役員会 豊今←農業干内 ＇ 
9月15日士史跡散策銚子・旭方面 喜魯畠中計年山

1 0月20日土町内散策案内村松英一氏 砲射七心巴房ぃ
想い出の街角 西之下区 ＋こ本が定

1 1月3...,...5日 町文化祭出展 喜年虐会承期つ

1 1月17日土会員発表染谷佳子氏 前._と認総
内山 隆氏

立基 記の卜りが砲間場
1 2月15日 土古文書講座川島秀臣氏 東地こ録間夕が轟を‘'- 第 8 号
1月19日土新年会親睦交流会 金にのがにンしき海ほキ^

会長 内山いつ高つ米あは屋‘渡上ぼ
2月16日土講話本保弘文氏 校い軍り隙根地りに毎／、ヤ 事務局長

房総の古街道（こかいどう） 校て基ま間の震‘放日プ 村松英一
3月16日土休会／役員会 長研地すが釘塁障誡‘片

事務所
を しが成会つ て出頂藤れ整業この資な ごた演会、塁塁゜出腐ぅ子習百貝
お今てよ果員のが‘版きのを理帳れ原料つ他出゜を 現れ 来るに戸が―.._, 九十九里町

願後行りをの事業年すまに‘各も．簿木は稿集て方席町おき、てPこみ揺笠行1が 田中序生1 1 6の5
いとき元郷皆 度。漕町先と執← を二い‘を内願を白いょ ‘れりわり建 電話 04 7 5 
門もた気土様をも ぎの生に筆の島見＋た＋お外ぃ 里るる 末屋動びれ高設 76-0081 
唸ににと取‘ 着力方木し古先げ五ー年願のすお市古諸 ；根いりま射さ
ま支思な還共りこ けをに島た文生出輯九以い多否招郷山問 っ瓦fこ震し砲れ 会員数 5 5名
内援辻元に見の たお再•も書腐し—＋上ぞ＜とき土豊題 たが烹動t=.,、‘ 平成 30年
しまぅし→な新 い借検川のを大ま面九、手のにし史氏を '-ずぁし--,九以 5月 10日現在
籍す貢‘研がた とり討島で解なし終里不 方し...:研̂ ‘ とれっ‘発十後

設I 平成 22年属郷修らな考しし•‘読-,fこ町明。々ま'-啓元こ い‘た家射ミ十
撻←土の‘二 えてて齋こ・漁゜登誌に のし講県の う壁゜鳴音リ年 立 4月 17日

かって九十九里にも攣軍基麹があっ1eI 
特別講演会（入場無料）

なぜ米軍豊誨高射磁演習場が豊誨に設置されたか

平成30年7月21日 （土） 13時30分～
講 師 古山 豊氏

元県立東金轟等学校長 現大網白里市郷土研究会長

会 場 九十九里町中央公民館

主儘／九十九里●土研究会 後援／九十九里町九十九里町教育委員会
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委 九

編発十九

員纂行里
ll町

藤齋川島木島 員 廿委―十九九資誌一

功秀臣里八

会祠‘問g誉 敬称育委ニ十

長ー顧 良員五
ー問

会輯

ヽ

塗

板

（

黒

板

か

、

引

用

者

注

）

が

ふ

い

て

な

い

と

怒

っ

た

も

の

だ

。

然

し

講

義

は

よ

く

わ

か

っ

た

。

一

度

先

生

に

連

れ

ら

れ

て

麹

町

の

陸

軍

病

院

材

料

部

の

見

学

を

し

た

。

独

逸

語

の

教

師

は

近

藤

と

云

ふ

、

背

の

高

い

先

生

で

、

ヘ

ス

テ

ル

読

本

の

一

か

ら

始

め

た

。

数

学

は

校

長

先

生

の

弟

藤

田

薫

平

先

生

。

分

析

は

杉

山

助

教

師

で

あ

っ

た

。

其

の

他

、

物

理

・

植

物

・

調

剤

学

と

、

夫

々

の

先

生

が

居

た

。

教

科

書

は

、

下

山

氏

の

化

学

、

飯

盛

氏

の

物

理

学

、

柴

田

氏

の

植

物

、

勝

山

氏

の

調

剤

学

等

で

、

馬

喰

町

の

島

村

利

助

、

本

郷

の

南

江

堂

、

日

本

橋

の

丸

善

よ

り

外

に

な

か

っ

た

。

こ

の

時

の

学

友

に

は

、

大

口

喜

六

、

大

竹

小

平

衛

、

成

島

治

平

、

浅

沼

藤

吉

、

浪

川

五

郎

、

歌

橋

又

三

郎

、

植

木

雄

蔵

、

森

田

彦

四

郎

、

関

惣

吉

、

河

野

、

竹

本

等

々

、

凡

そ

百

五

十

＼

六

十

人

と

思

ふ

。

浪

川

は

伊

勢

町

の

医

者

の

家

か

ら

通

っ

て

、

一

番

成

績

が

良

か

っ

た

。

植

木

は

学

校

へ

来

る

と

云

っ

て

図

書

館

へ

通

っ

て

勉

強

し

た

さ

う

だ

（

後

略

）

こ

の

薬

学

校

時

代

、

終

世

の

親

友

と

な

る

東

京

美

術

学

校

生

の

川

崎

齊

藤

功

九

十

九

里

浜

と

文

化

人

(

2

)

鑢

冨

董

花

中

西

月

華

と

薩

花

と

の

交

流

は

、

東

金

の

八

鶴

館

で

開

か

れ

た

講

演

会

を

聞

き

に

行

っ

て

親

睦

を

深

め

、

月

華

は

自

身

の

別

荘

「

末

莉

舎

」

に

招

き

、

逗

留

し

た

。

そ

の

様

子

を

『

董

花

日

記

』

の

中

に

、

「

九

十

九

里

」

と

題

し

て

項

目

が

あ

り

そ

の

中

に

興

味

深

い

記

述

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

―

つ

は

、

粟

生

の

月

華

の

別

荘

「

末

莉

舎

」

か

ら

海

岸

に

出

て

、

物

思

い

に

浸

り

な

が

ら

、

真

亀

に

向

か

っ

て

歩

い

て

い

た

ら

、

何

時

の

間

に

か

白

里

に

来

て

し

ま

っ

た

。

付

近

の

漁

師

に

聞

い

た

ら

、

「

こ

こ

は

今

泉

だ

」

と

聞

か

さ

れ

、

ど

の

よ

う

に

し

て

真

亀

川

を

渡

っ

た

の

か

、

記

憶

に

な

い

。

引

き

返

し

て

み

る

と

、

河

口

を

塞

い

で

い

た

。

董

花

は

そ

の

現

象

を

「

袋

川

」

と

呼

ん

で

い

ま

す

。

夏

に

な

る

と

、

農

家

は

、

上

流

の

堰

を

止

め

る

た

め

、

下

流

の

水

量

が

少

な

く

な

り

、

引

き

汐

と

相

ま

り

、

砂

が

堆

積

し

て

河

口

を

塞

い

で

し

ま

う

。

や

が

て

、

雨

が

た

く

さ

ん

降

り

、

水

量

を

増

す

と

、

流

れ

る

所

を

探

す

た

め

に

蛇

行

す

る

の

で

あ

る

。

こ

の

現

象

は

、

九

十

九

里

平

野

の

成

形

過

程

に

似

て

い

る

。

一

現

在

の

汀

線

は

、

漁

港

の

防

波

堤

の

た

め

か

、

自

然

の

汀

線

の

後

退

が

解

ら

な

い

が

、

粟

生

か

ら

不

動

堂

に

か

け

て

砂

浜

が

狭

く

な

っ

て

い

る

。

八

日

市

場

の

堀

川

海

岸

は

、

急

に

深

く

な

り

、

海

水

浴

場

が

閉

鎖

し

L
＋

三

月

葦

逍

遥

后

に

多
趣
味
の
文
化
人
、

l
 中
百
月
華

安

（

後

に

原

安

民

）

と

下

宿

を

共

に

し

た

。

＊
 

余

談

で

す

が

、

引

用

し

た

『

簗

業

の

友

』

は

、

今

か

ら

二

十

五

年

前

、

日

本

医

科

大

学

図

書

館

司

書

細

井

昌

文

氏

に

複

写

を

し

て

い

た

だ

い

た

も

の

で

す

。

ま

た

、

参

考

に

し

た

『

東

京

薬

科

大

学

九

十

年

』

（

昭

和

四

十

五

年

）

は

、

二

十

六

年

前

、

当

時

の

日

本

医

科

大

学

付

属

病

院

第

一

外

科

教

室

の

吉

葉

昌

彦

先

生

か

ら

贈

ら

れ

ま

し

た

。

～

お

二

人

は

、

中

西

三

郎

先

生

の

親

友

佐

久

間

洋

行

先

生

（

峻

齋

、

大

正

五

年

1
1
1
9
1
6
S平成
元

年

1
1
1
9
8
9
)
の

縁

を

以

て

、

お

目

に

掛

か

り

ま

し

た

。

次

回

は

、

こ

の

お

二

人

に

つ

い

て

、

少

し

お

話

し

を

い

た

し

ま

す

。

（

続

く

）

戸

村

直

文

文

化

七

年

四

月

十

三

日

に

五

十

五

歳

で

亡

く

な

っ

た

伊

能

（

稲

生

）

盛

右

衛

門

景

明

の

墓

石

が

以

前

、

九

十

九

里

町

の

北

増

墓

地

に

あ

っ

た

が

、

そ

の

後

、

千

葉

市

中

央

区

弁

天

の

本

敬

寺

内

に

あ

る

稲

生

家

墓

所

に

移

さ

れ

た

。

景

明

は

投

機

に

手

を

出

し

て

失

敗

し

忠

敬

か

ら

勘

当

さ

れ

、

故

郷

片

貝

に

帰

り

、

稲

生

三

郎

治

富

家

と

改

め

、

「

加

納

屋

（

叶

屋

）

」

を

営

ん

だ

。

た

。

さ

ら

に

、

董

花

の

『

日

記

』

に

は

、

「

ミ

ヨ

」

の

こ

と

や

「

な

が

ら

み

掻

き

」

の

こ

と

な

ど

、

漁

師

の

生

活

を

き

め

細

か

く

記

述

し

て

い

る

。

特

に

、

地

曳

網

に

関

し

て

は

、

思

わ

ず

笑

っ

て

し

ま

う

。

記

述

に

は

、

女

衆

が

網

を

黙

々

と

曳

い

て

い

る

。

網

が

近

付

い

て

来

る

と

、

腰

巻

き

を

播

く

し

揚

げ

、

急

に

忙

し

く

な

っ

て

来

る

。

い

よ

い

よ

網

に

な

っ

て

く

る

と

、

七

軒

町

の

七

曲

が

り

・

・

・

・

と

、

人

の

女

の

金

切

り

声

で

音

頭

を

と

る

と

、

ハ

ァ

ー

、

ャ

ッ

サ

、

ヤ

ッ

サ

、

ヤ

ッ

サ

と

、

女

衆

が

応

じ

る

調

子

が

面

白

く

、

間

、

間

に

「

何

と

か

、

何

と

か

ヤ

ー

イ

」

と

一

斉

に

囃

す

と

き

の

面

白

さ

、

よ

く

よ

く

聞

け

ば

、

驚

愕

す

る

よ

う

な

文

句

が

飛

び

出

す

。

「

で

っ

か

い

の

が

所

望

だ

よ

」

と

、

女

衆

が

笑

い

な

が

ら

唄

っ

て

い

る

。

こ

う

露

骨

に

出

ら

れ

た

ら

、

た

だ

笑

う

し

か

な

い

。

亀

頭

を

藁

で

く

く

っ

た

無

揮

で

、

赤

銅

色

の

漁

師

、

乳

房

丸

見

え

、

腰

巻

き

を

播

く

し

揚

げ

た

女

衆

が

一

緒

に

働

い

て

い

る

姿

は

、

何

も

七

や

か

ま

し

い

定

規

も

無

い

と

記

し

て

い

ま

す

。 伊
饒
忠
敬
女
婿

聾
右
傭
門
景
明
の
墓
石
が
千
葉
市
に
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大

河

ド

ラ

マ

「

西

郷

ど

ん

」

を

観

な

が

ら

、

幕

末

か

ら

維

新

期

に

か

け

て

の

激

動

の

時

代

を

あ

れ

こ

れ

思

い

め

ぐ

ら

す

。

多

く

の

犠

牲

者

を

出

し

た

維

新

後

の

混

乱

の

時

、

新

政

府

は

、

力

を

も

て

あ

ま

し

て

い

た

、

か

っ

て

の

侍

た

ち

を

集

め

、

警

視

庁

を

作

っ

た

と

い

う

。

日

本

全

国

か

ら

身

分

も

、

思

想

も

違

う

侍

た

ち

が

集

う

。

戊

辰

戦

争

の

勝

者

も

い

れ

ば

、

敗

者

も

い

る

。

数

年

前

ま

で

戦

い

を

繰

り

広

げ

て

い

た

侍

た

ち

が

警

視

庁

に

集

い

、

ラ

シ

ャ

の

制

服

に

身

を

包

ん

だ

。

大

警

視

に

任

じ

ら

れ

た

川

路

利

良

は

明

治

五

年

で

あ

り

、

亡

く

な

っ

た

の

は

明

治

十

二

年

ま

で

の

警

保

寮

、

警

視

庁

に

は

、

百

十

七

名

が

居

る

。

そ

の

事

績

や

墓

、

史

跡

な

ど

を

紹

介

し

た

本

が

『

侍

た

ち

の

警

視

庁

』

で

あ

る

。

そ

の

中

に

は

、

「

か

ら

す

組

隊

長

」

、

「

新

撰

組

副

長

助

勤

」

、

「

白

虎

隊

士

」

、

「

井

伊

直

弼

を

切

っ

た

男

」

、

「

大

久

保

利

通

を

斬

っ

た

男

」

、

「

千

葉

さ

な

の

後

継

者

」

、

「

沖

田

総

司

の

甥

」

、

「

古

今

亭

志

ん

生

の

父

」

、

「

首

切

り

浅

右

門

の

弟

」

、

「

＋

二

代

目

服

部

半

蔵

」

、

「

夏

目

漱

石

の

父

」

、

「

柴

五

郎

の

兄

」

、

「

山

本

五

十

六

の

兄

」

等

々

。

彼

ら

は

、

生

ま

れ

た

て

の

警

視

庁

に

在

籍

し

て

い

た

。

旧

会

津

藩

士

も

い

れ

ば

、

薩

摩

藩

士

も

い

る

。

か

っ

て

の

殿

様

も

い

れ

ば

、

足

軽

も

し

る

。

読

ん

で

い

て

私

は

驚

く

ば

か

り

で

あ

っ

た

。

幕

末

の

歴

史

は

、

今

百

五

十

年

と

い

う

事

で

、

テ

レ

ビ

、

特

に

B
Sテレ
ビ

で

は

よ

く

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る

が

、

警

視

庁

が

、

ど

の

よ

う

に

出

来

た

の

か

は

語

ら

れ

た

事

が

な

い

し

、

歴

史

家

も

識

ら

な

い

。

明

治

四

年

に

福

沢

諭

吉

が

、

東

京

府

の

依

頼

を

受

け
、
英
・
米
•
仏
の
警
察
制
度
を
学
ん
で
論
文
に
ま

と

め

て

い

る

。

実

際

に

制

度

確

立

に

動

い

た

の

は

、

西

郷

隆

盛

と

従

道

の

兄

弟

で

あ

っ

た

。

職

を

失

っ

た

士

族

の

新

た

な

職

に

最

適

と

考

え

た

の

だ

。

や

が

て

刻

は

流

れ

、

明

治

十

年

の

西

南

戦

争

で

は

、

西

郷

は

警

視

庁

の

警

察

を

中

心

の

兵

隊

に

、

打

ち

倒

さ

れ

て

し

ま

う

。

皮

肉

な

事

で

あ

る

。

こ

の

戦

争

に

参

加

し

た

九

十

九

里

町

作

田

の

作

田

友

吉

と

い

う

方

の

墓

碑

が

作

田

の

忠

魂

碑

の

傍

ら

に

残

っ

て

い

簗

谷

佳

子

『
侍
た
ち
の
警
襴
庁
』
を
麟
ん
で

小関与四郎写真集より

村

訟

莫

お
っ
ぺ
し
R嚢
の

か

ぁ

Sちゃ
ん

は

鶉

か

っ

た

！

夜

明

け

の

前

の

海

は

冷

た

い

。

で

も

、

殆

ど

裸

同

然

の

姿

で

、

男

衆

や

お

女

ご

衆

た

ち

は

、

大

き

な

船

を

荒

波

に

向

か

っ

て

押

し

出

す

の

で

あ

る

。

荒

波

と

必

死

に

闘

い

、

何

度

も

足

を

さ

ら

わ

れ

な

が

ら

、

人

間

と

海

と

が

戦

い

な

が

ら

・

・

・

・

。

船

を

押

し

出

し

た

後

は

、

緊

張

か

ら

解

き

放

さ

れ

た

喜

び

の

笑

み

が

蘇

る

。

こ

ん

な

壮

絶

な

様

子

が

五

十

年

前

に

あ

っ

た

と

は

！
昭

和

四

十

四

年

に

片

貝

漁

港

が

完

成

し

て

以

来

、

浜

の

様

子

は

大

き

く

様

変

わ

り

し

、

遠

い

昔

の

語

り

草

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

浜

は

の

ど

か

で

、

広

い

砂

浜

ヽ

る

。

私

の

父

も

、

祖

父

も

警

察

官

で

あ

っ

た

故

、

明

治

の

祖

父

は

、

維

新

期

後

の

警

察

で

、

ど

ん

な

働

き

を

し

た

か

は

全

く

わ

か

ら

な

い

が

、

紋

付

き

着

物

で

、

か

く

し

ゃ

く

と

し

て

い

た

姿

は

聞

き

及

ん

で

い

る

。

「

東

京

都

警

察

」

を

「

警

視

庁

」

と

称

し

て

い

る

の

は

、

警

視

庁

自

体

が

「

”

地

方

公

共

団

体

と

し

て

の

東

京

都

”

を

管

轄

す

る

警

察

本

部

」

で

あ

る

の

み

な

ら

ず

、

「

”

日

本

の

首

都

と

し

て

の

東

京

”

を

警

備

す

る

警

察

機

関

」

、

す

な

わ

ち

「

首

都

警

察

」

と

し

て

次

の

役

割

を

担

っ

て

い

る

た

め

で

あ

る

。
・

天

皇

、

皇

族

の

警

護

•
国
会
周
辺
、
行
政
機
関
、
総
理
大
臣
官
庁
等
の

警

備

・

内

閣

総

理

大

臣

。

国

務

大

臣

等

要

人

の

警

護

に

は

網

主

の

勢

力

を

誇

示

す

る

よ

う

に

、

漁

船

が

並

び

、

砂

も

光

り

輝

い

て

い

た

。

浜

で

は

、

日

焼

け

や

潮

焼

け

で

、

赤

銅

肌

に

な

っ

た

船

方

は

、

荒

々

し

く

仲

間

同

志

や

知

人

に

も

怒

鳴

り

浴

び

せ

る

の

だ

。

ま

た

、

海

に

入

る

時

に

は

素

っ

裸

で

、

前

の

大

事

な

部

分

を

つ

ま

み

、

”

ミ

ゴ

ワ

ラ

”

で

縛

っ

た

格

好

で

作

業

す

る

。

お

っ

ぺ

し

の

女

た

ち

は

、

船

方

の

女

房

や

娘

が

ほ

と

ん

ど

で

、

出

漁

の

手

助

け

を

す

る

の

で

あ

る

。

鰯

漁

は

冬

場

が

最

盛

期

で

、

海

水

は

身

を

切

る

ほ

ど

冷

た

く

、

頭

か

ら

大

波

を

食

ら

い

、

も

ん

ど

り

打

っ

て

波

に

呑

ま

れ

る

。

そ

れ

に

ひ

る

ま

ず

、

一

生

懸

命

、

漁

の

手

助

け

を

し

、

浜

の

生

活

を

支

え

る

。

荒

波

に

足

を

す

く

わ

れ

、

翻

弄

さ

れ

な

が

ら

、

必

死

で

耐

え

る

女

た

ち

。

焚

き

火

で

暖

を

取

り

な

が

ら

、

冷

え

切

っ

た

体

を

温

め

、

出

漁

時

の

辛

さ

を

仲

間

同

志

で

語

り

合

い

、

ホ

ッ

と

す

る

一

時

に

慰

さ

れ

る

。

九

十

九

里

浜

の

男

と

女

、

海

と

渡

り

合

う

生

活

、

元

気

な

九

十

九

里

の

船

方

と

お

っ

ぺ

し

が

、

五

十

年

前

に

あ

っ

た

と

は

．

．

．

．

。

現

在

の

海

と

漁

民

の

変

わ

り

様

は

、

到

底

考

え

ら

れ

な

い

今

日

こ

の

頃

で

あ

る

。

＊

小

関

与

四

郎

写

真

集

を

見

て

、

記

憶

が

蘇

る

。

＾
出
盪
風
景
＞

昭

和

十

年

頃

。

漁

船

に

動

力

が

つ

き

、

船

も

網

も

ひ

と

廻

り

大

き

く

な

っ

た

。

出

漁

時

に

総

が

か

り

で

船

を

押

し

出

す

こ

と

を

「

オ

ッ

ペ

シ

」

と

い

う

。

砂

浜

か

ら

海

へ

走

り

出

す

に

は

、

大

変

な

労

力

が

必

要

で

あ

る

。

焼

玉

エ

ン

ジ

ン

を

備

え

て

船

の

運

行

を

計

る

こ

と

を

始

め

た

の

は

大

正

四

年

(
1
9

1
5
)、豊
海

村

の

小

栗

山

喜

治

郎

が

最

初

で

あ

る

。

以

後

、

動

力

船

が

爆

発

的

に

増

え

て

い

く

。

A
蝙
漕
＞

船

が

帰

港

す

る

と

、

ワ

イ

ヤ

を

下

げ

、

”

な

げ

え

づ

ら

”

も

降

ろ

し

た

。

盤

を

降

ろ

す

た

め

、

船

を

砂

浜

に

揚

げ

る

の

に

も

、

海

へ

押

し

出

す

た

め

に

も

、

樫

製

の

道

具

を

船

の

下

に

敷

い

て

使

っ

た

。

寒

中

遅

く

帰

っ

た

船

を

砂

浜

に

揚

げ

る

掛

け

声

、

早

朝

、

鶏

の

声

と

と

も

に

起

き

、

霜

や

薄

氷

を

踏

み

な

が

ら

船

を

押

し

出

す

女

衆

、

子

供

、

老

人

た

ち

の

姿

が

あ

り

、

こ

れ

が

昭

和

三

十

年

代

の

漁

港

の

日

常

の

光

景

で

あ

っ

た

。
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・

退

任

•
名
誉
顧
問

．

顧

問

・

監

査

・

書

記

・

会

長

・
副
会
長

・
事
務
局
長

・

会

計

推
歩
（
す
い
ほ
）
先
生
！
あ
ま
り
に
熱
心
に
天
体

観
測
に
励
ん
だ
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
忠

敬
翁
、
幾
度
な
く
見
つ
め
、
中
象
限
儀
で
測
っ
た
天

空
に
旅
立
っ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
二
百
年
の
歳
月
が

流
れ
ま
し
た
。

地
球
の
大
き
さ
と
形
を
知
り
た
い
、
子
午
線
一
度

の
長
さ
を
知
り
た
い
。
そ
の
思
い
が
募
り
、
隠
居
後

の
寛
政
十
一
一
年
（
1
8
0
0
)
閏
四
月
（
新
暦
六
月
）
、

全
国
測
量
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
五
十
五

歳
の
と
き
で
し
た
。
以
後
十
七
年
に
わ
た
り
全
国
津

々
浦
々
を
歩
き
尽
く
し
た
距
離
は
、
実
に
四
千
万
歩

に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
途
方
も
な
い
足
跡
が
、
や
が

平
成
＿
1

-

十
年
度

・
運
営
委
員

川木加河鎗本谷桜内山藤野小山清高鈴伊古村齋内
島島藤野田保川井山口代嶋澤本水橋木東河松藤山

秀里隆時貴弘良宏菊勇智壽君員 悦千邦達英 い
臣八雄巧俊文枝樹敏子子子代届興子穂子也一功：

＾^^ ＾^^ ＾^^ ＾^^  ^ ＾^^ ＾^^ 真^西片作小藤真片真真片田片真元片真片東不田下
野貝田関下亀貝亀亀貝中貝亀 貝亀貝金動中貝隻

:::~~::~::荒—咆:;項堂荒塚再
再再新新新再再再再再色再再再再再再上'-"'生'-"'

'-"'再'-"'再
再 再再

染
谷
佳
子
（
作
田
）

役

員

（
敬
称
略
）

内

山

い

つ

伊
鮨
忠
敬
鋼
●
の
餘
幕
式
に
出
庸
し
て

て
功
績
と
な
っ
て
開
花
・
結
実
し
ま
し
た
。
比
類
の

な
い
正
確
さ
と
芸
術
性
を
備
え
た
『
伊
能
図
』
、
即

ち
『
大
日
本
沿
海
興
地
全
図
』
で
す
。

そ
し
て
、
深
い
郷
土
愛
と
使
命
感
を
持
っ
て
、
郷

土
の
た
め
に

尽
く
し
ま
し

た
。
飢
餓
と

g
凶
作
で
村
が

で5
諒

打
っ
て
人
々

賽
5

を
救
い
ま
し

”
~
た
。
こ
れ
に

g
2

は
、
伊
能
家

'

↑

忠

に

代

々

伝

わ

る
家
訓
が
あ

り
、
村
人
や

困
っ
て
い
る

人
た
ち
の
た

め
に
尽
く
せ

と
い
う
教
え

を
忠
敬
翁
は

忠
実
に
守
っ

た
の
で
す
。

さ
ら
に
、
九
十
九
里
浜
の
海
岸
近
く
で
育
っ
た
忠

敬
は
、
幼
少
期
に
満
天
の
星
空
を
眺
め
な
が
ら
、
天

体
に
対
す
る
興
味
を
抱
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
佐
原
の
伊
能
家
の
養
子
と
な
り
、
ず
っ
と
商
人

と
し
て
生
き
た
前
半
生
で
し
た
が
、
後
半
生
ま
で
、

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
抜
群
の
根
気
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す。
天
を
測
り
、
地
を
量
る
。
そ
の
功
績
を
讃
え
る
「
伊

能
忠
敬
翁
没
後
二
百
年
記
念
行
事
」
に
参
加
す
る
機

会
を
得
、
生
誕
の
地
と
し
て
誇
り
と
喜
び
を
味
わ
っ

た
一
時
で
し
た
。

当
日
（
五
月
二
十
日
）
に
は
佐
原
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
に
て
銅
像
除
幕
式
、
そ
の
後
、
文
化
会
館
に
て
記

念
式
典
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
伊
能
家
の
子

孫
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
子
孫
、
間
宮
林
蔵
の
子
孫
の
方

々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
二
百
年
の
時
を
越
え
て
、
江

戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

（
五
月
例
会
「
伊
能
忠
敬
と
子
孫
の
話
」
及
び
五
月
二

十
日
に
佐
原
で
開
催
さ
れ
た
「
伊
能
忠
敬
翁
没
後
二

百
年
記
念
行
事
に
参
加
し
て
」
）

事
11属
B
誌

.
4
月
1
4
日
（
土
）
平
成
一
二
十
年
度
総
会

.
4
月
2
7
日
（
金
）
特
別
講
演
会
講
師
と
の
打
ち

合
わ
せ
（
古
山
先
生
・
会
長
・
古
河
•
本
保
・

内
山
菊
）

.
5
月
1
日
（
火
）
町
へ
特
別
講
演
会
後
援
申
請

.
5
月
3
日
（
金
）
特
別
講
演
会
の
チ
ラ
シ
を
中
村

印
刷
へ
発
注
（
会
長
、
本
保
）

.
5
月
7
日
（
月
）
特
別
講
演
会
の
チ
ラ
シ
搬
入

.
5
月
1
5
日
（
火
）
五
月
例
会
の
資
料
印
刷

.
5
月
1
9
日
（
士
）
五
月
例
会

.
5
月
2
0
日
（
日
）
か
ら
、
関
係
機
関
へ
特
別
講

演
会
の
チ
ラ
シ
を
配
布

.
5
月
3
1
日
（
水
）
特
別
講
演
会
の
チ
ラ
シ
を
報

道
機
関
へ
配
布

.
6
月
1
日
（
金
）
『
郷
土
研
通
信
』
校
正

.
6
月
3
日
（
日
）
『
郷
土
研
通
信
』
印
刷
所
入
稿

小
川
良
三
氏
よ
り
鵬
呈

•
高
村
光
太
郎
・
智
恵
子
の
写
真
(
2点
）

・
高
村
智
恵
子
の
学
生
時
代
の
写
真
(

1

点）

•
長
沼
家
一
族
の
写
真

(
1点
）

あ
と
が
き

最
近
の
世
の
中
は
”
付
度
（
そ
ん
た
く
）
”
ば
や
り

で
、
高
級
官
僚
も
「
国
民
全
体
の
奉
仕
者
」
と
い

う
就
職
当
初
の
「
宣
誓
」
を
忘
れ
、
上
の
者
へ
の

付
度
を
。
要
す
る
に
上
の
者
に
ま
か
れ
ろ
！
と
い

う
こ
と
。
そ
れ
も
、
見
え
見
え
の
付
度
は
見
苦
し

い
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
出
世
の
た
め
な
の

か
？
実
力
よ
り
も
付
度
上
手
が
地
位
を
高
く
し
て

い
る
か
の
様
。
こ
ん
な
世
の
中
に
誰
が
し
た
の
か
？

早
く
お
さ
ば
ら
さ
せ
な
い
と
物
が
言
え
な
い
国
家

が
始
ま
る
。
歴
史
は
語
る
。
「
そ
う
な
っ
て
か
ら
云

々
し
て
も
遅
す
ぎ
な
の
だ
！
」
と
。

さ
て
、
本
会
は
、
七
月
に
「
特
別
講
演
会
」
を
予

定
。
町
や
教
育
委
員
会
か
ら
の
ご
支
援
を
受
け
、

公
民
館
ホ
ー
ル
を
お
借
り
し
て
の
開
催
。
豊
海
に

米
軍
基
地
が
あ
っ
た
時
代
の
「
負
の
影
響
」
を
知

り
、
後
世
に
も
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
の

開
催
。
ご
近
所
お
誘
い
の
上
、
公
民
館
へ
。
（
本
）


